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関西学院大学専門職大学院経営戦略研究科

山本昭二

 

 

本事業のあらまし

• インバウンド需要の取り込み
• 京都、大阪、東京といった大都市や交通の至便な地域での
インバウンド需要

• 北海道、沖縄などの観光地としての魅力や航空機でのアク
セスの良さ

• その他地域との差が大きく、十分な取り込みができていない

• ＭＩＣＥ・国際会議での取り込み
• 安定的な需要、予測が可能、一人当たりの支出が大きい
• 他の産業へのインパクトが大きい
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教育プログラムの意図

•地方におけるＭＩＣＥ人材
• 神戸での実践や日本、世界における実践を習得し実施
に移す能力を持つ

• ホテルマネジメント、インターシップ
• サービスマネジメント

•地域観光を担えるマネジメント人材
• サービスイノベーションの基本的な知識を持ち持続的
な発展を構想できる

• 地域観光、ソーシャル・マネジメント
• サービスマーケティング
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実施体制 構想図

関西学院大学
経営戦略研究科
ビジネススクール 外部協力機関

外部協力機関

サービス経営人
材育成センター
構想

経済産業省 産学連携サービス経営人材育
成事業

診療所を中核とした地域医療経
営人材育成プログラム

地域医療プログラム

ホテルマネジメントプログラム

高等教育機関マネジメントプログラム

サービスイノベーションプログラム

文部科学省 高度専門職業人育成機能強化促
進委託事業

インバウンド需要に対応したＭＩＣ
Ｅ・地方観光人材の育成プログラム
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実施体制

プログラム運営委員会
運営委員長 山本昭二

委員 佐竹隆幸
委員 羽室行信
委員 国枝よしみ
委員 境田 司

プログラム検討委員会
委員長 山本昭二
委員 国枝よしみ
委員 田中祥司
委員 境田 司
委員 佐藤彰展
委員 原 辰徳

プログラム評価委員会
委員長 佐竹隆幸
委員 佐藤侑子
委員 安東尚徳
委員 竹中 毅
委員 安岡正雄

アドバイザー
浦田哲郎
水野啓子
長田一郎
江崎貴久
畦地履正
安岡正雄
松下麻理
水野啓子
米田 晶

講義担当
森藤ちひろ
西尾智子

実施体制図
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委員会の開催等
• 第1回プログラム運営委員会（2017年8月25日）
・プロジェクトの説明

・意見交換

・今後のスケジュールの確認

• 第2回プログラム運営委員会（2018年3月1日）
・来年度の活動等について

• 第1回プログラム検討委員会（2017年10月4日）
・プロジェクトの説明

・調査内容、 シラバスについて検討

・パイロット講義の実施について

・今後のスケジュールの確認

• 第2回プログラム検討委員会（2017年12月18日）
・パイロット講義の実施

・ケース教材の作成状況の確認

・調査分析の使い分析等の確認

• 第1回プログラム評価委員会（2018年2月23日）
・ケース教材の検討

・パイロット講義の評価
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基幹産業としての観光

• 全国の「観光地域」における観光関連の事業所（観光
産業事業所）の概況

・事業所数 104.3万事業所、従業者数 845万5千人、
売上高 90.6兆円
・観光客に対する売上割合：17.5％

• 観光地域経済調査 2012

• 雇用の吸収力→良い水準の高い給与
• 技術革新の利用→ＩＣＴやＡＩを含めた効率化の利用
• グローバル化への対応→海外からの誘客力

 

 

我が国の観光の現状

２０１６ 通商白書

観光は稼げる産業になり得る
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地方での訪問回数の改善が鍵

２０１６ 通商白書

 

 

日本の国際会議誘致政策

グローバルＭＩＣＥ戦略都市
＜都市名＞ ＜コンベンションビューロー＞

東京都 東京観光財団（ TCVB）
横浜市 横浜観光コンベンション・ビューロー(YCVB)
京都市 京都文化交流コンベンションビューロー（KCB）
神戸市 神戸国際観光コンベンション協会

福岡市 福岡観光コンベンションビューロー

グローバルMICE強化都市
名古屋市、大阪市、札幌市、仙台市、千葉市、広島市、北九州市

国際会議協会
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インバウンド需要とＭＩＣＥ

• ＭＩＣＥ（Meeting, Incentive, Conference, Exhibition)
• 各種の会合や催し物、研修等を指す

• 継続的で計画的な収入が見込める
• MICEでの来訪客は一般に観光客よりも多くの支出
• 開催候補地間での誘致競争

• 国際競争になるので日本の魅力が必要

• 街の能力が誘致には欠かせない
• ナイトライフを含めた来訪の楽しみ

 

 

ホテルにおける人材育成調査

•主にＭＩＣＥに対応する人材の育成状況
回答者300名 2017年10
月 全国：人口50万以上
の都市の一定規模以上
の宿泊施設に勤めてい
る方

12
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ホテルにおける人材育成調査

•国際会議の実施経験は首都圏と関西が大半

13

東京２３区

大阪京都

国際会議の実施経験のある回答者
は専門人材の育成を考えている

 

 

ホテルにおける人材育成調査

14

離職率は高いと思う回答が７０％

外部･内部での
研修の成果は
比較的あると
考えている。

ただし、受けて
いる人は3分の
2程度
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ホテルにおける人材育成調査

15

自治体との連携の必要性
主催者満足の重要性を理解できるのは実
施回数の多い施設に勤めている回答者

 

 

作成プログラムとケース教材
科目群 科目名 単位数 必要取得単位数

基礎科目
経営戦略 1

0～4単位マーケティング 1
人的資源とキャリア開発 1
会計・財務諸表 1

発展科目

サービス・マーケティング 2

2～6単位
サービス・マネジメント 2
管理会計 2
組織管理 2
情報システム 2

先端科目
ソーシャル・マネジメント 2

4～6単位
ホテルマネジメント 2
地域観光 2
インターンシップ 2

16

網掛け部分は今回企画、開発する科目

12単位以上で履修証明書が授与される

ケース教材：6本のケース教材の作成←国内地方観光×２、ホテルマネジメント
×２、海外地域観光、サービスイノベーション事例
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パイロット講義１

•地域観光 （2017年12月13日）
• テーマ：旅行者行動
• 旅行者の実際の選択行動を通して旅程等を計画、購
買、経験した様子を分析する。

17

 

 

パイロット講義１

18

受講者の評価など

・10数年ぶりのMBA授業に参加し、大変刺激的でした。また勉強したくなりました。
・今、RESASなど使って地域のプロモーションの方向性をみつけようとしていますが、やはり個人の
意思決定や心理をきちんと調べないと大きな統計情報だけではうまくいかないなと思いました。
・勉強させていただきました。もう少し時間があるとさらに良いと思います。
・IBAのプログラムに属することになるのでしょうか？
・すばらしいと思いました。紙のうすさと重さについてのお話がおもしろいと思いました。
もちろん色とInfoとのこともあるのではないかと思うこともある。ロゴの大きさ。
AirAsiaのロゴが大きくてリストの上にある。ある意味ハワイっぽいイメージの赤。沖縄の
ハイビスカスとかの色→赤。マークの形も「Ｘ」で決めやすい。

全体に高評価であったので、ケース教材の再検討を通して、海外の消費者の意思決
定過程の実態調査なども必要であると考えられる。講義での分析に耐えられるような
データの収集が望まれる。
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パイロット講義２

• ホテルマネジメント 2018年1月26日
• テーマ：MICEを基軸としたホテル経営
• 神戸ポートピアホテルの実践を学ぶことで、MICE特に
国際会議の誘致に関してどの様な成果が見込まれる
のかを学ぶ。メディカルコンベンション誘致への体制作
りの過程など。

19

 

 

パイロット講義２

20

東アジアの自由貿易と経済連携に関する日本政府主催の会合
第17回東アジア地域包括的経済連携（RCEP）

交渉会合
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パイロット講義２

21

受講者の評価など

・内容が充実している。

・内側の事情を思い切って出されることは素晴らしいですね。理念的なもの
は経営品質のケースにあるとのこと、読んでみたいです。
・具体的な誘致活動（成功事例）が聞きたかった。

直近の事例とこれからの成果が見込まれる部分なのでどこまで踏
み込んで議論ができるのかがやや限界があったと思われる。今回
は、部分的な内容だったのでもう一本（経営品質のケース）と併せて
来年度に再度パイロット講義を開催したい。

 

 

開発ケース概要１

22

■「ホテル・マネジメント」 テーマ：神戸ポートピアホテルの経営戦略

【ケース概要】

1981年３月に、神戸ポートピア博の開催に合わせて開業した神戸ポート ピアホテルは、当初からコン

ベンションの中心に置いたユニークなホテルとして開業した。創業者の中内力氏はアメリカのホテルをつぶ

さに検討して、神戸市にコンベンションホテルのアイデアを提示しそれが実現した。その後順調に発展を遂

げていたが、バブル崩壊と1995年の阪神淡路大震災により神戸市内のホテルも営業停止の状況に陥った。

神戸ポートピアホテル はそのような中でも独自で1500人規模のホールの設置を行い、神戸再興を目指

して新たな挑戦を続けている。本ケースでは３代目社長の中内仁氏がホールの設置を決断し、関西経営品質

賞を受賞する過程で組織改革、意思決定の仕組みの構築を行う様子を理解する。ホテル業のマネジメントに

おける幾つかの問題を取り上げて、実践的にその問題に取り組む様子を検討する。戦略策定からその実施ま

での総合的なケースになっている。

■「ホテル・マネジメント」 テーマ：神戸ポートピアホテルの

MICE戦略

【ケース概要】

1981年3月開業の神戸ポートピアホテルは、コンベンションホテル

という当時の日本では斬新なアイデア採り入れ中内力氏によって創

業された。 現在は、増設した南館とポートピアホールを合わせて、

客室数744室を誇る神戸市最大のホテルである。震災後の神戸市は

「神戸医療産業都市構想」を打ち出し、同ホテルもメディカルコン

ベンションに焦点を当てた誘致活 動を行ってきた。2016年4月、神

戸市と一体運営を目指して「神戸コンベ ンションコンソーシア

ム」が組成され、周辺施設と一体となった運営を目指している。本

ケースでは、コンベンションの誘致、企画、実施等の全てにおいて

社内外の組織がどの様に連携をしながら主催者や参加者に対して

サービスを提供し、成果を上げているかを学ぶ。その上で、同ホテ

ルが抱える様々な問題について当事者とともに検討する。
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開発ケース概要２

23

■「ソーシャル・マネジメント」 テーマ：奈良県吉野郡吉野

【ケース概要】

奈良県吉野郡吉野町は、吉野山を含む「紀伊山地の霊場と参詣道」が世界遺産に登録されている地域であり、

「日本で最も美しい村」連合にも加盟している。また、吉野杉や吉野葛など名産品や歴史建造物などの様々な

観光資源を有している。しかし、深刻な少子高齢化や人口減少のため、インバウンドを強化できる担い手が不

足し、買い物難民や空き家など解決すべき課題が山積している。本ケースは、町長、役場職員、町議会議員、

森林セラピーや古民家再生に取り組む地域住民、地域おこし協力隊など地域のステークホルダーへの取材をも

とに、行政と住民のこれまでの活動とその成果、現状の課題を記述している。元気な高齢者の参画を促し地域

コミュニティを復活させ、観光地としての価値と地域住民の活路を見出すためにはどのような方策があるだろ

うか。本ケースでは、今後日本に増えると予想される限界集落の共通課題を取り扱い、地域特性を生かした地

域創生に関わるマネジメントについて議論する。

■「地域観光｣ テーマ：株式会社四万十ドラマ

【ケース概要】

株式会社四万十ドラマは、高知県西部を流れる四万十川中流域を拠点として活動する地域商社である。地域

商社とは、地域経済を活性化するために特産品はじめ観光資源なども含めて地域を丸ごと国内外に売り込む企

業や団体のことをいう。同社は、栗や茶等の四万十の農産品の出口（販路）を開拓し、納品形態に合わせた簡

単な加工を地域内で行うことで、産業を興し雇用を創出し、四万十の産品をブランド化することによって地域

振興のけん引役を担ってきた。四万十ドラマのこれまでの活動が評価され、2006年度には農林水産省「立ち上

がる農山漁村」に認定、以来、数々の賞を受賞し、地域振興の先進地として認められている。本ケースでは、

人口約2,700人（2017年6月末現在）の中山間地域に産業を興し、年間約15万人を呼び込む四万十ドラマの

事例から、地域振興の中心であると同時に地方観光の核となる組織のマネジメントについて実践的な課題を検

討する。

 

 

開発ケース概要３

24

■「地域観光」 テーマ：山陰インバウンド機構
【ケース概要】

山陰インバウンド機構は、「観光地経営」の視点に立った地域づくりの舵取り役を担う日本版DMOとして登

録された法人である。山陰エリア(島根県・鳥取県)における観光ブランドの構築、データマーケティング、海

外に向けた山陰の観光情報の発信など観光振興に取り組んでいる。広域観光周遊ルート形成計画についても認

定され、外国人誘客への取組みを進めている。一方、観光地域づくりに関する多様な関係者の合意形成やデー

タマーケティング戦略の策定、ＫＰＩの設定･ＰＤＣＡサイクルの確立など、日本版DMO登録要件を維持する

ための継続的な取組みが求められている。2020年に山陰両県の外国人延べ宿泊者数40万人泊（現状の2.7倍）

になると予想。他にも観光資源の磨き上げや受け入れの環境整備、将来的な安定的資源の確保など解決すべき

問題もある。本講義では、山陰インバウンド機構を取り巻く様々な環境を考慮しながら観光地経営に資する意

思決定について議論を行う。

■「地域観光」 テーマ：モンサンミッシェル
【ケース概要】

モン・サン・ミシェルは、サン・マロ湾に浮かぶ岩山に建てられた礼拝堂か

ら発展した巡礼地である。モン・サン・ミシェルを囲む小さな湾にはクエノン

川、セリューヌ川、セー川の３本の川が流れ込んで堆積した砂が砂州を形成し

ているが、1879年にカゼルヌからモン・サン・ミシェルまでの約2kmにわたっ

て道路が建設された結果、川の流れが河口近くで弱まってしまい、クエノン川

が砂で埋まり始めた。道路建設から100年後には2mの砂が湾内に堆積し、「2040

年頃にはモン・サン・ミシェルの周囲は砂で埋まってしまう」という専門家の

見解が示された。観光業を国の重要な産業として位置づけているフランス政府

は、EUおよびノルマンディー地域圏、ブルターニュ地域圏と共同で、モン・サ

ン・ミシェル湾の再開発プロジェクトを立ち上げた。本ケースでは、モン・サ

ン・ミシェルが取り組んだ修景事業が、持続可能な観光開発であると同時に、

観光地のブランド価値および観光の経験品質を向上させる一つの手法である

ことを示し、他地域への応用可能性について考察する。
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インターシップとｅｰラーニング

• インターンシップを３月に３日間で実施
• 神戸ポートピアホテルで社長もプレゼンに同席
• 来年度の実施に当たっての知見
• より構造化された授業と教材の追加
• 特に転職希望者を中心に

•内閣府の地方創生カレッジで
神戸ポートピアホテルの事例が

取り上げられる。

４月以降に公開される予定。

25

 

 

サービス化の進展と標準の役割

•今年後半に予定されているＪＩＳ法の改訂
• サービスにも標準を設定
• 多くのサービス業が守るべき基準を設定することで製
造業を含めた社会システムを効率化

•働く人々と地域を守る
• テクノロジーの利用範囲や対象を社会システムの中で
考える→サービス企業の更なる効率化と従業員のＱＯ
Ｌの改善

• 地域における企業間の連携をより進めることを目的と
する

26
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ご清聴ありがとうございました

27
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平成29年度高度専門職業人養成機能強化促進委託事業
山口大学・京都大学合同シンポジウムシンポジウム

地方創生推進のための
経営系専門職大学院機能強化事業
～メディア・コンテンツ活用、国際化、

ポストＭＢＡプログラム、ケースメソッドを軸に～

香川大学大学院地域マネジメント研究科

日時： 平成30年3月17日（ 土） 13： 00～17： 00
場所： 山口大学常盤キャンパスD棟D11会議室

 

 

文部科学省平成２９年度
高度専門職業人養成機能強化促進委託事業

地方創生推進のための経営系専門職大学院機能強化事業
～メディア・コンテンツ活用、国際化、ポストＭＢＡプログラム、

ケースメソッドを軸に～

本事業は、香川大学大学院地域マネジメント研究科（以下、
研究科）が、平成16年（2004年）の設立以来、地域活性化に貢
献する実践的経営人材の育成をミッションとして取り組み13年
間で382名の修了生を輩出して来た実績を踏まえ、地方国立大
学に期待される地方創生への役割に応えるための経営系専門
職大学院の機能強化を趣旨として、地方創生推進のための教
育プログラムの開発を行うことを目的とする。

テーマ

目的
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達成事項 残された課題・地域からの要望

１）創設後13年間の実績
２）常に２学年60名定員を充足

300名を超す修了生
学生バックグラウンドの多様化
職場では得られない
ネットワーキング機会

３）産学官連携の取り組みの進展
アドバイザリーボード会議
４）経済団体による提供講義、

５）公式非公式による人材育成と協働
のための多様な場の提供 香川ビジ
ネス＆パブリックコンペなど

１）活動の効果的情報発信
２）地域活性化のための国際化
３）修了生の活動支援

４）地域の大きな方向性を示す産学官
共同研究

５）点在する地域活性化の取組みを束
ね、持続可能なビジネスに練り上げる
役割

達成事項と残された課題・地域からの要望

 

 

メディア・コンテン
ツ活用人材教育プロ
グラム

国際ビジネス研修プ
ログラム

四国型地域マネジメ
ント・ケースメソッ
ド教育

ポストMBAプログラ
ム

地方創生のための経営人材育成強化
～４つのプログラム開発～
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四国型地域マネジメント・ケースメソッド教
育

【目的】多様で複雑な地方創生の課題の本質を見極め解決策を探
索できる経営人材育成ためのケースメソッド教育プログラムの開
発
【必要性】ケースメソッドはハーバード大で100年以上前に開発さ
れ、慶応大学が本格的に導入したが、地方創生や地域活性化の領
域のケース、ケースメソッドは十分に開発されていない。
【事業内容】地域マネジメント研究科で実施している四国経済事
情四国における実務家非常勤講師の授業を活用し、実際の地域政
策、地域ビジネス、地域資源活用の実例を元にしたケースを作成
し、「四国型地域マネジメント・ケースメソッド」として教育プ
ログラムを開発する。平成30年度以降の正規MBA授業での本実施に
向けた準備・検討を行う。
【期待される効果】地域での問題発見・分析能力、意思決定能力、
等を身に付け、地方創生に貢献することが期待される。

 

 

四国型地域マネジメント実践プロジェクト
～ケースメソッドを用いた試み～

《ねらい》本研究科修了生（四国をフィールドに活動、地域活性化に興味関心）を対象に、日頃の活動で直面する「社会課
題」に着目し、ケースメソッドを学びながら「社会課題」「地域創生」の議論（課題解決策の検討など）を重ね、
「ケース教材（教育プログラム）」をデザインする。

《参加者》本研究科修了生12名 ＋ 本研究科教員3名
《講 師》徳島文理大学 教授 竹内 伸一氏

《日 時》第1回10月23日（月）、第2回11月6日（月）、第3回11月13日（月）、第4回11月27日（月）
いずれも18:20～21:30
続編として 第5回12月18日（月）、第6回1月15日（月）18:30～21:30 （上記修了生内7名＋教員3名）

《場 所》香川大学研究交流棟5階
《内 容》「ケースメソッド教授法」講義、グループ作業（討議、発表）、全体討議等

ケースメソッド
教授法

ケースメソッド
教授法

ケースメソッド
教授法

ケースメソッド
教授法

第1回 第2回 第3回 第4回
「ケース」のねらいを

考える
「ケース」を
デザインする

「ケース骨子」を
磨く

「ケースメソッド」
とは何か？

ケースメソッド
教授法

第5～6回
「ケース」を
執筆する
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「四国型ケースメソッド」開発に向けて

「地域マネジメント」のケース要件
１．地域における「見えにくいもの」が見えてくる

ケースを読むことで見えてくるものがある ＝＞ 知るこ
とに価値がある

ケースを議論することで見えてくる ＝＞ 考えることに
価値

＝＞ 複数の立場、視点が含まれている

２．地域における「新しい動き」が含まれている

＝＞ 「新しい動き」をエンカレッジ（促進）する意味がある

３．四国にある「資源」、四国固有の「問題」「難しさ」に着目している

４．地域マネジメントの課題として普遍性がある

＝＞ 他の地域への転用、応用ができる

５．問題をありありと描くよりも、未熟でも構わないので何らかの問題
解決行動がある

＝＞ 問題解決行動を議論、評価ができる

＝＞ 複数の問題解決策から試行錯誤で選択している

６．地域マネジメント研究科の研究・教育の成果と言えるものがある
とよい

4テーマ（4チームに分かれて作業）
1. シビックプライドの醸成に向けて：任
意団体「シビックプライド高松」の軌
跡と今後の可能性

2. 四国の空き家問題の解決策から移
住促進を考える：空き家と地方志向
の都会人のマッチング

3. 相談援助従事者の支援ネットワーク
のあり方：支援者が生み出す狭間と
障壁について考える

4. 社会参加を諦めている高齢者がまち
に出ることで地域を活性化する:青年
療法士まちづくり塾の取り組み

「地域マネジメント」とは？

• 地域が、地域の課題に気づき、多面的に捉える（客観性、
普遍性）

• 地域が、その課題の解決に向けて、主体的に取り組む
• その際、地域内外の資源を、地域に適した形で活用する
• ただし、地域には次の状況が存在する

1. 決定的な意思決定者（主体）が不在である
2. それ故、関係者間の合意形成では納得性が重要と
なる

3. 関係者が保有・共有する情報は不完全である

 

 

「地域マネジメント」ケース教材 7本
完成に向けて進行中

• ケース本文 ＋ ティーチングノート
1. 四国の空き家問題 ― 思い出にけりをつけた人、つけなかった人 ―
2. 地域活性化を願う地域産品の開発とその顛末
3. 相談援助従事者の支援ネットワークのあり方

― 支援者の思いが生み出す狭間を考える ―
4. 先生、なんで辞めちゃうの? ― 保育士の離職原因について ―
5. 一般社団法人ソシオデザイン ― 徳島県上勝町における起業家育成 ―
6. シビックプライドの醸成
7. 三木町新開地区の大獅子 ― 地域の排他性と、寛容性 ―

• 今後の予定
2月末日 ケース提出締め切り
3月上旬～中旬 ケース原稿校正
3月下旬 報告書（印刷） 完成
次年度 ケースメソッドをトライアル ※希望者を募り公開講座あるいはWS形式で
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ポストMBAプログラム

【目的】地方創生のために地域マネジメント研究科の修了生の継
続学習、実践的取組みの支援
【必要性】地域マネジメント研究科の修了生から、プロジェクト
研究の内容を継続し具体化したい。職場で新たな課題に取組んで
いるが、地域マネジメント研究科と関係をもってさらに学習し、
教員の助言を得て進めたいという要望が寄せられている。
【事業内容】上記の修了生の要望に応える博士課程に替わる新た
な「ポストMBAプログラム」の構築に向けて、修了生から研究テー
マを公募して、試験的に運用し、望ましいプログラムのあり方を
検討する。平成30年度以降の本実施に向けた準備・制度設計検討
を行う。
【期待される効果】実務家である修了生の取組みを支援するプロ
グラムにより、地域創生の実行力を身に付けるともに、魅力ある
雇用機会の創出等の地方創生の成果がもたらされることが期待さ
れる。

 

 

ポストMBAプログラム
• 教員を通じた公募 2017年8月21日締切
• ５件採択
五色台における互助のまちづくり：子ども、高齢者、観光客の結びつきに着目して

世界のSAKEマーケットを視野に地域性を付加価値とした酒蔵経営に関する研究

離別・別居家庭の「子の監護」に関する総合的支援事業

地域住民が作る地域活性化のためのPR動画プロジェクト

香川とアルメニアの国際的ビジネス・文化交流促進による双方向地域活性化プロジェクト
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ポストMBAプログラム取組み事例１
「五色台における互助のまちづくり

～子ども，高齢者，観光客の結びつきに着目して～」石浜実花

 

 

しかし，苦労の連続でした．
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ポストMBAプログラム取組み事例２
離別・別居家庭の「子の監護」に関する総合的支援事業 小笠原由子

 



第 4 部 資料編 

216 
 

 

 

 



第 4 部 資料編 

217 
 

国際ビジネス研修プログラム

【目的】国際的な視野で地方創生を進めることができる経営人材
の育成
【必要性】地域企業の海外進出やインバウンド観光への対応など、
地域活性化にも国際的視野で取組む必要性が高まっている。
【事業内容】イタリアのフィレンツェ・ミラノにおいて、フィレ
ンツェ大学・ミラノ大学の協力の下、国際ビジネス研修プログラ
ムを開発し、試験的に実施し、次年度以降の本実施に向けた準
備・検討を行う。
【期待される効果】イタリアは観光産業・伝統文化産業での中小
企業の付加価値型の取組みや、地域のビジネス環境、ソーシャル
ビジネスに注目すべき先進事例が多く、また香川の企業で国際進
出の成功例がある。イタリアでの現場経験をベースに、国際的視
野で地域活性化に取組むことができる人材、地域企業の国際展開
を成功させるとができる人材を育成し、地方創生に貢献すること
が期待される。

 

 

 


